診療情報管理委員会　議事録

開催日　　平成　１７年　５月　２０日（金）　　　　　　　　　　開催回数　第２回

時　間　　　１６時００分～１６時４５分

場　所　　青南病院４Ｆ　ユーティリティー

記録者　　　大坂　
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１、診療情報管理委員会の役割について

· 記録物の整理を現場スタッフに行なって頂くよう働きかけていく。

· 委員会で話し合った事を病棟に伝える。（カンファの時に話す。）報告した内容について次回の委員会で確認する。

· 今年やっていかなければならない記録物のチェックの確立。

· 必要な所に必要な事が書かれているか、内容は間違っていないか確認。

· カルテの中身を整理しておく。監査の時だけではなく常に整理しておくように促す。例年実施してきたが、課題となっている。

２、記録に関してのアンケートの実施について

· アンケート作成・集計メンバー⇒リーダー：岩藤　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　サブリーダー：鶴ヶ崎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上野・山地・（島守）

　・アンケート内容、形式についての話し合い⇒５月２０日
　　　　アンケート作成⇒５月２６日

　　　　アンケート配布⇒５月２７～２８日

　　　　アンケート実施⇒５月２９日～６月３日

　　　　アンケート回収⇒６月４日

　　　　アンケート集計・結果⇒６月５日～１１日

· 集計内容についての掲示と具体案提示（フィードバックして頂き今後の議題にしていく。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３、記録の充実に向けて（書く事だけでなく記録全体）

　　アンケート内容

1 アンケートの初めに挨拶文を持ってくる。

2 記録（全般的な診療録）に関する事で現場に聞きたいこと。

　　　・記録の目的は知っているか。

　　　・フォーカスチャーティングになってからフローシートを上手く活用出来ているか。

　　　・カルテの書類の順番を知っているか。

　　　・記録を振り返って見ることはしているか。（記録したものを再度振り返り情報活用しているか。）

　　　・ケアプランを活用しているか。

　　　・１日の記録に取られる時間について。

　　　・誤字・脱字は無いか。

　　　・記録をいつ書いているか。また、すぐ書けない時はどのような工夫をしているか。（例：メモを取る。）

　　　・普段使っている用語で不適切なものは無いか。（例：熱発→発熱）

　　　・職種を越えた分かりやすい記録の工夫はあるか。

　　　・メモした後の処理法。

3 アンケート最後に委員会名と「御協力ありがとうございました。」

と記載する。

4 病棟ごとのアンケート結果を出したいので病棟名、所属部署を書いて頂く。

　　　　＜発言録＞

	東委員長


	アンケートの前に挨拶か何かを書くか。



	鶴ヶ崎副委員長　　　
	記録を充実させていく為、アンケートを実施致します。率直な意見を聞かせて下さい。

	東委員長
	記録（全般的な診察録）に関する事で、現場に聞きたい事はありますか？

	泉委員
	記録の目的は知っているか。

	岩藤委員
	フォーカスチャーティングになってからフローシートを上手く活用出来ているか。

	東委員長
	アンケートをやるのは皆が思っている事を知りたい事と記録に少しでも気を向けて欲しいから。考えているのか、何か無いですか？

	上野委員
	カルテの書類の順番を知っているか。

	東委員長
	カルテの書類は病院の中だけの書類だけではなく、外部からの物もあると思います。

	山地委員
	記録を振り返って、見る事はしているか、記録したものを再度振り返り、情報活用しているか。

	南委員
	診療録を見る機会が無いので良く分からないです。

	東委員長
	月締めの時にでも見て、聞いて下さい。カルテ整理していく機会に徐々に覚えてください。

	小松委員
	ケアプランは活用されているのか？

	泉委員
	1日の記録に取られる時間はどれくらいなのか。

	東委員長

	自分の時間の集計を出すとおもしろいと思います。例えば北はリハプロに5時間だが、東は記録に5時間。本当は東は直接援助に5時間必要だと思います。隔離室の患者様に関わる時間はどれくらいなんでしょう。日々記録をしているが直接ケアが削れてしまってもダメだと思います。例えばの話ですが・・・。

	泉委員
	まとめる能力があれば記録にあまり時間が掛からなくていいかも知れませんけど・・・でもケアも必要ですよね。

	大坂委員
	誤字・脱字に気を付けて書いているか。

	上野委員
	記録をいつ書いているか。

	東委員長
	思い出して書く事は記録に時間が掛かってしまう為、本当はケアの直後に書く事が望ましいですよね。

	泉委員
	すぐやって書けない時にメモを取るなど工夫している事は何かあるか。

	東委員長
	用語を統一していきたい。例えば「熱発」という用語。一見あると思っていても実際は存在しません。「発熱」です。後、「妄想様」という用語もありません。「妄想」を濁らせた言葉ですよね。

職種を越えた分かりやすい記録をしているか。どのような工夫をしているか。

カルテを持って記録するというのはほとんど有り得ないことですよね。スタッフオフィスに帰ってから書く物ですよね。

	上野委員
	メモした後の処理方法はどうしているのか。

	東委員長
	アンケートの最後に「ご協力ありがとうございました。診療情報管理委員会」と記載し文章として記載して頂き、「出来ています。」等は無くする。

	鶴ヶ崎副委員長
	職種は書いて頂いた方がいいですか？

	東委員長
	病棟ごとにアンケート結果を出して頂きたいので部署及び病棟名も記入して頂きましょう。次回の委員会はアンケートの結果と私達は何をしていけばいいのかを考えて行きましょう。


